トピックス2 「日本政治文庫」・「早稲田漫画文庫」の設置 by unknown
「日本政治文庫J
2001年秋、羽原清雅氏・宮崎吉政氏ら校友の政治記
者・ジャーナリスト有志より、大学に、政治関係の文庫設
立についての提案があった。
「政治家の書いた本は自慢話やホラが多く、まともな
本には見られないものが多いのでどこの図書館にもない
し、古本屋でさがしでもない。政治記者の書いたいわゆ
る実録もの、内幕ものも同じような扱いだ。もちろんほと
んど再版もされないし、消えていくのみである。まあヨタ
話の多い本だが、中には資料となりうる部分もある。しか
し探すとなるとどこにもないのが実情だ。政治家の遺族
もそろそろ高齢にさしかかっているし、そういった資料を
個人で、はもう持ちきれなくなっている。ぜひ早稲田に文
庫をつくって、そういった資料の保存にあたっていただけ
まいか」というi凶旨で、ある。
本来このような乙とは、納本図書館である国立国会図
書館の領分のはずともいえるが、どこの図書館でも選書
からはずすような本を、早稲田だからこそあえて収集す
るということには大きな意義がある。しかし、範囲をひろ
げすぎると収拾がつかなくなる危険もあるから、早稲田大
学関係者に関する文献資料を中心としたい。早稲田大
学は明治15年、大隈重信により創立された東京専門学
校の開校以来120年を関している。この間、 6人の内閣
総理大臣をはじめとして、幾多のすぐれた政治家や政治
関係のジャーナリストを輩出してきたことは、世に知られ
るとおりである。
検討を経て、以下の方針のもとに「日本政治文庫J(仮
称)を早稲田大学中央図書館内に設置することとした。
目的:日本の政治に関する散逸しがちな諸文献を収
集・保存し、後世の研究に資することを目的とする。とく
に、早稲田大学出身・関係の政治家および、政治記者に
関する資料を中心とし、早稲田にかかわる政治家・ジャ
ーナリストの業績を記念することを目的とする。
収集資料の範囲:
・主として稲門にかかわる政治家の著作(伝記、自伝、
著訳書など)
-稲門にかかわる政治記者の著作(伝記、記録、評論、
実録など)
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-主として稲門の政治家、政治事件、政治運動、政治
思想、等に関する資料
-その他政治に関する著作・研究・評論・資料、記録
収集・選択方法:本文庫の収集は寄贈を主体とする。稲
門OBを中心とする政治家、政治記者その他関係者に協
力を仰ぎ、関係資料を寄贈いただいてコレクションを形
成する。寄贈にかかる送料は寄贈者に負担いただく。
寄贈受付窓口は早稲田大学中央図書館図書課(現・
資料管理課)とする。
すでに図書館で所蔵しているものは、原則として当文
庫には加えない。その他選書に関する判断は早稲田大
学図書館内規にもとづいて行う。
おおむね以上のような方針のもとに、 2002年度から寄
贈の呼びかけ、収集を開始した。2003年3月末現在、政
治家、政、治ジャーナリスト、その他校友一般より約100件
の寄贈を受け、徐々に資料が集まりつつある。送られて
くる図書には重複も多く、まだ文庫の体をなしていない
が、なお数年の推移を見たい。
「日本政治文庫J・「早稲田漫画文庫Jの設置
「早稲田漫画文庫」
10数年前、まだ中央図書館竣工前の旧図書館 (2号
館)時代、手康治虫氏の死去にともなって利用者から要
望のあった『手塚治虫全集Jを購入し書庫にならべたと
ころ、賛否両論が寄せられちょっとした話題になった。
それまで、原則として、マンガは大学図書館の選書の対
象とはなりえないもの、というf現念があったからである。
2002年春、浦川道太郎館長(当時)の発案により、漫
画を資料として収集することを検討することになった。
いまや、現代文化の中で、漫画は無視できぬ影響力を
もっメディアとして大きな存在となっているとしヴ認識
からである。それは単なる子ども向けの娯楽、「サブカ
ルチャーJのj或にとどまらず、世代を超えてメッセージ
を伝える表現手段となっている。さらに、印刷媒体のみ
ならずアニメーションの手法によって、日本発の文化と
して世界にも大きな影響を与えつつある。
創部50年の歴史を持つサークル「早稲田大学漫画研
究会JOB有志の方々のご協力を得て、文庫設置の本格
的検討に入った。図書館には「稲門ライブラリー」とい
う特殊コレクションがある。稲門出身の作家・詩人・評
論家などの著作や関係資料を収集するもので、演田館
長時代に発足し、収集をはじめてから十数年の聞に、
きわめて内容の充実したコレクションになってきている。
その資料の多くは、作家諸氏からの寄贈によって集ま
ったものである。
「早稲田漫画文庫」もほぼこの「稲門ライブラリー」の
収集方法を踏襲し、早稲田大学出身のマンガ家さんた
ちに、まず資料の寄贈を呼びかけることから始めた。2
002年6月、漫画研究会の主だったOBのみなさんに宛
て、設立趣意書を発送した。
その趣旨を要約すれば、漫s画(マンガ)は、現代日本
を特徴づ、けるすぐれた文化で、あり、その散逸をいくらか
なりと防いで、収集 ・保存し、後世の研究資料となるよう
なコレクションを構築しようということである。『ノTリ・シ
ャリヴ、アリ.1(Paris Charivari)や『パンチ.1(Punch)の
ように、また、わが国明治初年の 『団団珍聞』やビゴー
の絵のように、漫画は政治調刺や世相風俗をとどめる
貴重な同H寺代資本|として得がたいものであるが、また、
粗製濫造され、消耗品として扱われる出版物で、もある
ため、散逸の危険も大きい。
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「日本政治文庫J・「早稲田漫画文庫jの設置
早稲田漫画文庫の収集対象として次の8項目をあげ
た。
①早稲田大学出身および関係の漫画家の作品(単行本)
②漫画史上重要な作品(単行本、雑誌)(和洋)③漫画
の原画(原稿、絵コンテ)④著名な漫画家の色紙、関係
資料、 伝記資料等 ⑤アニメの原画(セル画)⑤アニメ
映画ポスター、プログラム等関係資;jS1.⑦マンガに関わ
る雑誌編集者等の保有する関係資料 ③その他関係資
料(キャラクター商品など)
漫研草創期の作家 ・紫藤甲子男さん、遠間昌平さん
などから「趣旨に賛同しますjというお手紙とともに著書
などが送られてきた。『ビッグコミック・スピリッツJに連
載されていた『おごってジャンケン隊Jの作者現代洋子
さん、 『ひみつな奥さん』などの星1奇真紀さんなど、 比較
的若手の漫画家からも、著作のご寄贈が相次いだ。雑
誌 『ガロ』数十冊、『コミックばく』全巻の寄贈もあった。
漫研OBの三木さんたちとともに、浦川館長が故福地
泡介さん、故園山俊二さんのご遺族を訪問し、協力を依
頼した。担当者が東海林さだおさんの仕事場をお訪ね
して、早稲田漫'画文庫の趣旨を説明しご協力をお願い
したところ、東海林さんは、氏が漫研に入った大学一年、
昭和32年のころの貴重な漫噺部員の寄せ書き1I占(原本)
を寄贈して下さった。
10月28日、大学の広報課よりプレスリ ースを流し、
大学のHPにも掲載したところ、いくつかの新聞でとりあ
げられた。なかでも、 11月14日(木)の読売新聞朝刊
「顔Jというコラムに、浦川道太郎館長が笑顔の写真っ
きで登場した。
マンガを研究資料としてとりあげる研究者がふえてい
るのは事実で、京都精華大学には「漫画学科jがあり、
川崎市民ミュージアムなど、資料として漫画の収集を本
格的に行っているところもある。しかし、日本全国からみ
ればまだ数は少なく、すでに質量ともに巨大な文化遺産
となっているマンガを体系的に収集しているととろはほ
とんどない。一般の認識もまだ低く、総体として、まだマ
ンガはサブカルチャーとしての位置づけから脱却しきれ
ているとは言いがたい。
「早稲田漫画文庫」が稲門ライブラリーのように、質量
ともに誇れるコレクションに成長するには、まだ時聞を
かけねばならないであろう。
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